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世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら，今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、

誠に憂腫にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆者の苦

しみを全世界の人々 に訴えミ再び広島・長箇の惨禍を繰り返しては
ならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかなる

核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。

4.五
我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-1I我孫子市我孫子1858a0471(85)1111
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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ー
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500
ス
テ
ー
ジ

湖
北
地
区
公
民
館
で
は
、
４

月
猩
日
（
土
）
午
前
、
時
か
ら
関

係
者
を
集
め
て
記
念
式
典
を
行

い
ま
す
。

式
典
終
了
後
に
は
、
５
月
１

日
の
開
館
を
前
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
一
般
公
開
さ
れ
ま
す

当
日
、
市
文
化
連
盟
の
協
力

を
得
て
、
書
道
・
絵
画
・
手
工

芸
作
品
の
展
示
及
び
実
恢
、
お

茶
会
な
ど
を
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

▼
竣
エ
記
念
催
し
正
午
か
ら

午
後
３
時
釦
分

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

午後1時～午後5時第3学習室
’

500

’午後5時～午後9時 600

午前9時～正午 600

午後1時～午後5時第1和 室

’
600

『
■
■

午後5時～午後9時 700

’
午前9時～正午 400

工芸工作室

’
午後1時～午後5時第2 和室 400

’午後5時～午後9時 500

下総基地の米軍機使用 対反対絶
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第826号
、
誌
し
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
の
ご
▼
場
所
中
央
公
民
館
▼
抽
選
応
募
者
多
数
の
場
合
は

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
抽
選
を
行
い
、
４
月
詔
日
頃
ま
で

▼
対
象
市
内
在
住
の
方
君
子
氏
名
、
年
齢
、
砥
話
番
号
、
識
座
名
に
通
知
し
ま
す
。

ｌ
福
祉
に
つ
い
て
幅
広
く
学
習
し

ま
す
。
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
共
に
考
え
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
５
月
か
ら
平
成
５
年
３

月
ま
で

▼
日
時
毎
月
第
１
．
３
水
峨
日

一
の
午
前
中

▽
場
所
中
央
公
民
館

▼
学
習
内
容
＊
ボ
ケ
・
ね
た
き

り
に
な
ら
な
い
た
め
の
工
夫
＊
相

続
・
遺
言
＊
商
齢
者
福
祉
施
設
の

見
学
＊
福
祉
サ
ー
ビ
ス
＊
介
繊
＊

い
き
が
い
づ
く
り

一
悪
澱
み
年
猟
創
繩
、

戸一一
▼公民館講座一覧一

安
心
し
て
老
い
る
た
め
に

、

新
し
い
自
分
を
き
が
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
４
年
度
の
一
般
識
座
を
開
様
づ
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
と
す
。

ぐ
グ
ル
Ｉ
プ
別
学
習

ふ
り
が
な

氏
名
、
年
齢
、
遮
話
番
号
を
明
記

し
、
４
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
我
孫

子
新
田
謎
中
央
公
民
館
社
会
教
育

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
係
へ
。

！
プ
ロ
の
写
真
家
が
写
真
の
初
歩
か
ら
指

導
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
身
近
な
環
境
で
す
。’I 、

１
３
１
４
１
Ｊ
，
‐
げ
せ

■

を
明
記
し
、
４
月
７
日
（
火
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
鍵
中

央
公
民
館
へ
。

▼
注
意
申
し
込
み
は
、
１
人
２

誰
座
ま
で
で
す
。
３
識
座
以
上
申

し
込
ん
だ
方
は
、
失
格
と
な
り
ま

わ
が
ま
ち
我
孫
子
の
歴
史
や
文
化

を
新
し
い
仲
間
と
一
緒
に
乗
し
く

▼
学
習
内
容
＊
我
孫
子
と
白
樺

派
文
学
の
か
か
わ
り
＊
手
蛮
沼
の

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

わ
が
ま
ち
我
孫
子
を
知
る

’
111として午前の部101時～正午午後の部1時～3時

’
／、起

源
か
ら
今
日
ま
で
の
変
遷
＊
利

根
川
の
歴
史
＊
我
孫
子
の
学
校
の

歴
史
＊
地
域
の
女
性
史
＊
水
戸
街

道
の
歴
史
＊
我
孫
子
の
自
然
環
境

＊
我
孫
子
の
古
文
番
＊
手
震
沼
畔

の
文
学
散
歩
＊
バ
ス
に
て
の
市
内

め
ぐ
り
＊
手
寅
沼
船
上
見
学
な
ど

▼
募
集
人
員
抑
名
（
市
内
在
住

で
加
歳
以
上
）
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

▼
参
加
費
年
間
２
５
０
０
円

芽説く春辮雛
溌幾さあ湘一卜

子
供
の
豊
か
な
成
長
を
願
う

年
間
２
５
０
０
岡』｜

’

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
秘
め
た
や

わ
ら
か
な
成
長
の
芽
は
、
今
ま
さ

に
伸
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

同
じ
１
年
生
を
持
つ
親
同
志

が
、
話
し
合
い
を
通
し
て
、
楽
し
み

な
が
ら
お
互
い
に
学
ん
で
い
く
学

級
で
す
。

▼
学
習
内
容
＊
子
供
の
心
を
よ

む
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
＊
年
配

の
方
か
ら
学
ぶ
生
活
の
知
恵
＊
子

供
の
し
つ
け
※
家
族
の
健
康
＊
親

▼
申
し
込
み
。
問
抄
準
坤
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月

、
日
（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我

孫
子
新
田
謎
中
央
公
民
館
市
民
学

級
係
へ

ｉ
Ｉ

１

講
座
生
募
集

、

子
で
楽
し
む
作
品
づ
く
り
＊
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

▼
応
募
資
格
小
学
１
年
生
を
も

つ
親
ま
た
は
保
謹
者
で
毎
回
出
席

で
き
る
方
、
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん

が
幼
児
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
募
集
人
員
各
地
区
“
名

▼
参
加
費
年
間
２
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
４
月
８
日
（
水
）
の

入
学
式
の
日
に
各
小
学
校
か
ら
申

し
込
み
書
を
渡
し
ま
す
。
４
月
お

日
（
水
）
ま
で
に
担
任
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
開
級
式
５
月
ｎ
日
（
月
）
午
前

、
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
行
い
ま

す
（
詳
細
は
申
し
込
み
後
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
ま
す
）

花の人生まつ盛り
心ときめく春。あなたも何か始めて

みませんか｡中央公民館では､今年も4

月から、さまざまな講座や学級を開設

します｡あなたも､新しい世界にチャレ

ンジし、より豊かな自分を創造してみ

ませんか｡なお､三歳児親子学級は5月

1日号の広報でお知らせします。

問い合わせ；中央公民館獄(82)0515

ノ、

ぐ
長
寿
大
学
運
動
会

価
値
の
あ
る
人
生
を
こ
れ
か
ら

も
楽
し
く
新
し
い
友
達
と
共
に
学

び
合
い
心
盤
か
に
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

、 ノ

▼
学
習
日
時
主
に
火
・
木
・
金
〆

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
（
月
に

２
～
３
回
で
年
間
溺
回
程
度
）

▼
募
集
人
員
男
子
溺
名
、
女
子

唱
名 学

ぶ
喜
び
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

求
め
て
学
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

自
ら
学
び
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
素
敵
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

▼
学
習
年
限
２
年
間

▼
学
習
日
主
に
木
峨
日
（
年
間

加
回
礎
座
、
弁
当
持
参
の
日
も
２

～
３
回
あ
り
ま
す
）

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
募
集
人
員
印
名
（
応
諜
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
学
習
内
容
＊
現
代
社
会
を
理

解
す
る
＊
心
と
体
の
健
康
を
守
る

＊
社
会
見
学
や
研
修
旅
行
＊
人
間

関
係
に
つ
い
て
＊
郷
土
の
歴
史
や

文
学
に
つ
い
て
＊
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

▼
学
習
年
限
４
年
間

▼
場
所
、
王
に
湖
北
学
習
室
（
湖

北
小
学
校
敷
地
内
）

▼
学
習
日
時
、
王
に
火
・
木
・
金
の

干
浦
叩
蒔
か
ら
午
後
３
時
（
月
に

I

５

▼
参
加
菱
年
間
４
０
０
０
円

研
修
旅
行
饗
な
ど
峰
別
途
負

担
）▼

応
募
賓
格
市
内
在
住
の
砺
歳

以
上
の
方
（
昭
和
２
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
で
４
年
間
通
し
て

出
席
で
き
る
方
。
定
職
を
お
持
ち

で
な
い
方
。

▼
申
し
込
み
〈
ガ
キ
に
住
所
、

軍
《
り
が
な

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
４
月
６
日
（
月
・
消

印
有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
型

中
央
公
民
館
艇
寿
大
学
受
け
付
け

係
へ ▼

応
募
資
格
市
内
在
住
の
釦
歳

以
上
鴎
歳
未
満
の
女
性
で
２
年
間

出
席
で
き
る
方
（
お
子
様
連
れ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▼
学
習
内
容
＊
あ
び
こ
を
知
る

＊
読
む
・
挫
く
・
話
す
学
習
＊
暮
ら

し
の
法
律
・
経
済
＊
文
学
＊
歌
舞

伎
・
文
楽
錦
没
ほ
か

▼
参
加
喪
年
間
４
０
０
０
円
。

た
だ
し
歌
舞
伎
・
文
楽
鑑
賞
没
、
宿

泊
研
修
没
、
文
集
代
な
ど
の
負
担

は
別
途
。

▼
申
し
込
み
往
復
〈
ガ
キ
に
住

ふ
り
が
な

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
４
月
８
日
（
水
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
謎
中

央
公
民
館
婦
人
大
学
係
へ
。

－

Ｌ
』

６
国
■
四
便
。
ｂ
囹
日
０
白
』

荏総

露
能
蕊
宅
鍵
膣瞳

写
典
教
室

５
月

一叩
月

毎
月
第
２
．

４
水
剛
日

午
前
（
岨
回
）

男
塾

（
成
人
男
性
）

35

月一月

毎
月
第
２

珊
日
Ｉ午

後
（
皿
画

太
鼓
教
室

75

月一月

と 堀 1 金 言

一
毎
月
第

Ｚ
金
剛
日

興
６
回
）

文フ会う

一
フ
ン
ス

ー
フ
ン
ス

化の話滞

115

月一月

毎
月
第
２
．

４
土
附
日

午
後
（
皿
回
）

国
際
理
解

交
流

力
レ
ッ
ジ

105

月一月

毎
月
節
１
．

３
土
剛
日

午
後
（
加
回
）

成
人
男
皿

料
恭

５
月

一
７
月

毎
週
土
珊
日

午
前
（
、
回
）

料
理
百
科

105

月一月

毎
週
水
咄
日

午
前
（
晦
回
）

講
座
名
期
間

学
習
日

20

２
０
０
０
円

20

２
０
０
０
円

25

１
０
０
０
円

突
溌
別
途

25

２
０
０
０
円

25

２
０
０
０
円

36

２
０
０
０
円

※
材
料
斑
別
途

36

人

２
５
０
０
円

※
材
料
澱
別
途

定
員

参
加
喪
（
年
額
一

挑手
職品
ほに

か挑
戦
、
法
律
入
門
、
カ
ク
テ
ル
に

太
鼓
の
た
た
き
方
の
初
歩
か
ら
と
健
康

と
仲
間
づ
く
り

１
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
糾

２
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
を
学
認

１
、
国
際
交
流
の
学
科

２
、
外
国
人
冊
学
生
と
の
交
流

３
、
外
国
人
と
の
国
際
交
流

成
人
男
性
向
け
料
理
、
仙
康
食
な
ど

料
理
の
基
礎
か
ら
日
本
料
理
、
中
国
料

理
、
西
洋
料
理
な
ど
内
容

母 、
，
ノ
メ
、
、
‐
／
〆
、
、
‐
〆
〆
、
、
／
み
、
、
‐
／
〆
、
ミ
ー
ノ
パ
吋
門
‐
ノ
メ
、
、
‐
／
Ａ
、
、
．
／
〆
司
、
‐
／
卸
、
、
，
ノ
メ
、
§
‐
／
〆
、
、
‐
／
御
、
、
．
ノ
メ
、
、
．
ダ
メ
劃
、
‐
／
到
、
、
‐
ノ

ロ■■■■■■■■■

一 ‐

今
博
う
…
，

＝
心

I卜壼

軍
総
や
へ
ｗ
海
癖
賦
齢
垂
忘

裳

‐、

素
敵
な
出
会
い
を
求
め
て

クー〆

～平成4年度～

測躯冒付ｸﾙ目夛噛
▼
グ
ル
ー
プ
名
湖
北
潜
付

▼
期
間
平
成
４
年
５
月
か
ら

平
成
５
年
３
月
ま
で

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
内
容
普
段
着
か
ら
礼
装
ま

で▼
受
講
日
第
１
．
３
火
曜
日

の
午
前
、
時
か
ら
正
午

▼
定
員
加
名

▼
受
講
料
（
月
額
）
１
５
０
０
円

▼
講
師
名
田
口
慶
子
氏

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
で
つ
く
し
野
１

１
７
１
ｍ
武
者
小
路
小
代
子
云

（
錘
）
４
３
９
４

※
場
所
が
取
れ
た
場
合
に
限
る
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の4月日曜｡休日当番医
し診療時間午前9時から午後5時

匡持参するもの保険疵

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
４
月
廻
日
主
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
鵡
璽
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
ｎ

時
釦
分
（
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
鉦
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
ゞ
２
回
は
バ
ス

タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必
要
）
。

第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ
。

■
■
■
ｂ
■

１

園健康ガイド
一

湖
北
台
１
の
胆
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

垂
（
Ⅳ
）
１
１
３
１

健
セ
ン
タ
ー
で

’

1’
ぐ
母
親
学
級
日
程

I

で
の
毎
週
火
曜
日

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
９
時
妬
分
（
該
当
児
）
、
午
前

９
時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
（
そ
の

他
相
談
の
あ
る
方
）

▼
対
象
＊
平
成
３
年
哩
月
生
ま

れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊
０
～

６
歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

※
乳
児
検
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９
～

ｕ
か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療
機

関
で
受
付
け
し
ま
し
ょ
う
。

、
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
大
人
用
、
子
供
用

１
１

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
一
度
母
親
、
父
親

の
役
割
を
み
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

〆

■

’生
後
４
か
月
か
ら
４
歳
未
満
の

子
ど
も
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
（
対
象
児

に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
日
程
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
．
、

４
月
型
日
（
火
）
、
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
’

４
月
配
日
（
木
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
”

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
擁
機

関
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
種
混
合
（
破
傷
風
ジ

フ
テ
リ
Ｚ
を
受
け
る
場
合
や
お

た
ふ
く
か
ぜ
麻
疹
の
予
防
接
種

を
受
け
る
際
に
Ｍ
Ｍ
Ｒ
薪
一
一
燕

混
合
Ｉ
麻
疹
毒
風
し
ん
、
お
た
ふ
く

か
ざ
を
希
望
す
る
場
合
は
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

▼
愛
用
該
当
児
無
料

、

ノL

屑
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
個
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
程
４
月
７
日
か
ら
詔
日
ま

で
の
毎
週
火
峨
日
午
後
１
時
訓
分

か
ら
３
時
（
受
付
は
午
後
１
時
か

ら
１
時
釦
分
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
ｆ
、
だ
さ
い
。

生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
未
満

で
ポ
リ
オ
投
与
を
２
度
済
ま
せ

て
い
な
い
乳
幼
児
（
１
回
目
と
２

回
目
の
間
隔
は
６
週
間
以
上
あ
け

る
こ
と
）
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
丈

▼
日
時
４
月
鋤
日
（
木
）
午
後
１

時
訓
分
か
ら
２
時
訓
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票※
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

分
か
ら
２
時
訓
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

心
の
悩
み
を
も
っ
た
方
の
た
め

に
糟
神
衛
生
相
談
を
行
っ
て
ま
す
。

’
乱

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
』
■
且
Ｐ
．
』
■
Ｊ
Ｎ
ｌ

で
《
検
診
や
歯
み
が
き
指
導
な
ど
ま
し
よ
う
。
（
昨
年
登

を
行
い
ま
す
。
（
対
象
児
に
通
知
｝
録
さ
れ
て
い
る
方
に
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‐
４
‐
‐
１
１
．
‐
‐
’
’
４
‐
Ｉ
．
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
即
’
１
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
４
１
‐
１
１
１
‐
１
‐
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
’
一

液
中
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
ン
の
よ
う
な
粉
食
と
で
は
、
糖
化
．
合
わ
せ
が
で
き
る
わ
け
で
す
り
一

健
康
メ
モ
⑩
、
、
急
な
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
分
菊
燈
の
篭
に
蓑
篭
て
き
ま
Ⅱ
日
の
墓
力
ロ
リ
‐
の
一

激
を
引
き
起
こ
し
ま
せ
ん
。
し
た
す
。
糖
尿
病
な
ど
で
食
事
擁
法
を
釦
％
以
上
を
炭
水
化
物
で
と
一

き
た
な
い
話
で
恐
縮
で
す
が
っ
て
、
高
脂
血
や
肥
満
が
招
来
な
さ
っ
て
い
る
方
は
、
食
品
交
換
り
、
脂
肪
は
妬
％
以
下
に
お
さ
一

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
，
ｂ
■
Ｄ
Ⅱ
ｒ
Ｌ
■
ｒ
Ⅱ
Ｌ
Ｆ
５
Ｌ
■
■
Ｌ
Ｂ
Ｕ
ｒ
ｐ
巳
■
■
甲
ｂ
巳
■
７
■
■
■
■
▽
Ｌ
■
■
▼
■
■
■
■
▽
Ｌ
■
■
▽
口
■
０
口
・
■
１
■
■
Ⅱ
Ⅱ
．
■
ｌ
Ｐ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
。
■
Ⅱ
■
ｌ
Ⅱ
■
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■
ｌ
■
ロ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
．
■
Ⅱ
Ⅱ
６
０
口
Ⅱ
１
日
Ⅱ
０
口
Ⅱ
０
．
日
１
■
Ⅱ
ｐ
ｌ
ｂ
ｌ
■
■

ｂ
■
■
ｂ
Ⅱ
巳
■
■
Ｆ
Ｌ
ｈ
ｌ

が
、
自
分
の
吐
い
た
吐
物
を
み
さ
れ
に
く
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
の
際
粒
食
か
粉
食
か
に
も
注
意
え
る
の
が
理
に
か
な
っ
た
食
事
一

て
、
一
）
は
ん
粒
が
ほ
と
ん
ど
そ
パ
ン
の
よ
う
な
粉
食
で
す
と
、
消
を
は
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
よ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
炭
一

の
ま
ま
の
形
で
出
て
く
る
の
に
化
に
時
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
か
う
。

水
化
物
は
で
き
る
だ
け
ご
は
ん
一

溝
か
き
れ
た
こ
と
が
、
き
っ
と

で
と
り
、
低
脂
肪
の
副
食
を
バ
ー

米
食
の
す
す
め
ゞ
シ
雲
苛
譽
蟇
闇
一

お
あ
り
で
し
ょ
う
。
よ
く
か
ん

だ
つ
も
り
が
、
意
外
な
ほ
ど
か
題
の
な
い
食
率
と
な
る
で
し
ょ
一

み
砕
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
ら
、
急
速
に
糖
化
さ
れ
て
一
気
に
い
わ
ゆ
る
白
い
ご
は
ん
の
別
の
う
。

実
は
、
こ
の
粒
に
近
い
状
態
血
液
中
に
取
り
込
ま
れ
、
急
な
イ
利
点
は
、
味
付
け
が
さ
れ
て
い
な
つ
け
加
え
ま
す
と
、
米
の
た
一

で
の
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
、
一
」
ン
シ
ュ
リ
ン
分
泌
刺
激
を
引
き
起
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
味
の
あ
る
ん
白
価
は
小
麦
粉
の
１
．
６
倍
一

は
ん
す
な
わ
ち
粒
食
の
利
占
ぞ
こ
し
、
高
脂
血
や
肥
満
を
招
来
す
お
か
ず
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
に
相
当
し
、
痩
的
に
た
い
へ
ん
一

し
て
、
粒
で
す
か
ら
消
化
に
時
る
一
因
と
な
り
ま
す
。
ご
は
ん
自
体
に
味
付
け
が
な
い
た
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
つ
ま
り
、
お
な
じ
炭
水
化
物
で
め
、
ど
ん
な
お
か
ず
も
な
じ
み
ま
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
一

急
速
に
糖
化
さ
れ
て
一
気
に
血
も
、
ご
は
ん
の
よ
う
な
粒
食
と
パ
す
。
、
王
食
と
副
食
の
自
在
な
取
り
師
会
云
（
理
５
５
２
５

を
対
象
に
畜
犬
登
録

市
で
は
、
生
後
虹
日
以
上
の
犬
印
鑑
を
持
参
の
う
え
保
健
セ
ン
タ
悪
い
犬
は
獣
医
師
に
相
談
を
。

４
６
Ｆ
、
６
１
７
０
１
７
９
１
４ユ

柏
保
健
所
か
ら

▼
日
時
４
月
辺
日
（
火
）
受
付
午
▼
日
時
４
月
詔
日
（
木
）
午
後
１

後
１
時
と
１
時
蜘
分
時
か
ら
２
時
（
柏
保
健
所
）

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

▼
対
象
昭
和
“
年
１
月
１
日
か
あ
る
遮
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
索

ら
平
成
元
年
１
月
誕
日
生
ま
れ
▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

（
通
知
が
い
き
ま
す
）
察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

１
１

I
I

！
】

Ｉ
ｋ

ｌ
。
、

ｌ
で
登
録
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

▼
愛
用
１
匹
５
０
５
０
円

※
必
ず
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る
人
が

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
体
鯛
の

I

１
１

柏
市
柏
２
５
５

窓
（
師
）
１
２
５
５

I’

’’ ’
一令一●÷●÷÷一一→●●●÷●一一一一●一●÷一一一●

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級日

5日

12日

19日

26日

29日

病・医院 名

我孫子聖仁会病院

金山医院

平和台病院

アビコ外科整形外科病院

小倉外科内科

我孫 子東邦病院

貴船小児科医院

アビコ外科整形外科病院

池内皮庸科クリニック

電話

88-3111

89-4166

89-1111

84-7321

82-0165

82-8166

88-1018

84-7321

84-3525

第1回

第2回

第3回

4月3日

(金）

4月10日

(金）

4月17日

(金）

･妊娠中、産後の生括

･妊婦体操（実習）

･産科医の話（妊娠中の異常と

お産の経過）
･妊婦体操（実習）

･妊娠中

実習）

の歯科衛生（歯みがき

･妊娠中の栄義
･赤ちゃんの菱溌

育
児
相
談

各種検診がスタート
◎子宮がん検診対象は30歳以上。保

健センターで4月15日から7月(予定）

まで毎週水雌日に実施します。電話予

約を受付中です｡なお､各委託医療機関

（4月～12月）でも検診できます。

◎成人病健診対象は40歳以上。血液

検査の内容をさらに充実させて実施し

ます。成人病を発見するきっかけとし

て、ぜひ受診しましょう。

◎乳がん検診対象は30歳以上。各委

託医療機関で直接受診してください。

し費用無料

し問い合わせ・予約保健センター

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜間の急病のときは

言上醸丑(8ｱ)1141
4月9日

(木）

9：15～10：30

平
成
２
年
９
月
脳
日

か
ら
和
日
生
ま
れ

4月2日

(木）

平
成
２
年
９
月
１
日

か
ら
晦
日
生
ま
れ

期
日

受付

対
象

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

日本脳炎

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
０
■
Ⅱ
１
Ⅱ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐

３
歳
の
麗
生
団
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児
（
小
学
校

に
入
学
す
る
年
の
３
月
瓢
日
ま
で
）
・
１
期
は
１
～
２

週
間
の
間
隔
で
２
回
接
種
輿
２
期
は
１
期
終
了
後
、
翌

年
１
回
接
種
（
４
月
～
７
月
）

’
三種混合

百Iﾖ‘せき

ジフテリア

破鰐風’
１
期
は
生
後
ｎ
か
月
か
ら
蝿
か
月
未
満
（
３
～
８
週

間
隔
で
３
回
接
種
）
。

２
期
は
１
期
終
了
後
廻
～
蝿
か
月
未
満
に
接
種
。

麻疹

(はしか）

生
後
蛆
か
月
か
ら
泥
か
月
未
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）
。

な
お
、
生
後
蝿
か
月
か
ら
鍋
か
月
ま
で
に
接
種
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／

該
当
者
お
よ
び
接
種
期
間

‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
■
８
０
■
日
日
日
日
９
１
日
日
日
１
Ⅱ
日
日
■
日
日
日
日
１
Ⅱ
Ⅱ
■

精
神
衛
生
相
談

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
投
与

肩
こ
り
腰
痛
教
室

む
し
歯
予
防
教
室

乳幼児医療費の一部を補助

市
で
は
、
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
て
入
院
し
た
子

供
の
医
療
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
市
内
在
住
の

就
学
前
の
乳
幼
児
（
疾

病
に
よ
る
入
院
が
７
日

以
上
継
続
の
も
の
）

▼
申
請
。
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

実施日

4月6日

(月）

悪雨天13日

4月7日

(火）

姫雨天14日

4月8日

(水）

潅剛天15日

4月9日

(木）

豪雨天161ヨ

4月10日

(金）

窯雨天17日

4月11日

(土）

讃雨天251ヨ

堀 所

布佐南公臘(布佐平和台5丁目）

布佐支所

上新木背年鯨

新木公園(新木団地内）

つくし野第5号公園

久寺家あすなる公園

九fr家具センター駐車柵

子ノ神神社I川1前

青山台1号公閲(無風院下）

柴崎青年館

天王台南児迩公間(天王台6丁目）

泉3号公園

中峠下公民航

東我孫子帝年航

湖北台7号公園(正泉寺北側）

楜北台1j央公閲(市民ｾﾝﾀー寄り）

白‘山南公園(白山2丁目）

中央公民航

台田池尻公園(合田3丁目）

根戸公園(船戸2丁目）

保他センター

時間

9

Ｉ
Ⅲ
１

９
１
Ⅲ
１

9

ｊ
８
１
ｄ
、
ｑ
ｊ

ｌ
ｌ
ｌ

９
側
脳
胆
9

Ⅱ
醐
刑

9：30-11↓30
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平
成
４
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
旧
日
ま
で
開
か
れ
、
冒
頭
、
大

井
一
雄
市
長
は
新
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
市
長
は
、
増
大
。
多

様
化
す
る
行
政
需
要
に
適
切
に
対
応
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
自
主
的
。
主
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
住
民
生
活
の
質
の
向
上
に
向
け
、
着
実
に
行
財
政
運
営
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
施
策
と
し
て
我
孫
子
駅
貨

物
線
跡
地
利
用
計
画
な
ど
鯛
事
業
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
こ
の
施
策
方
針
と

教
育
委
員
会
及
び
水
道
事
業
の
施
政
・
経
営
方
針
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
施
策
方
針
の
中
で
、
既
に
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
「
手
賀
沼
浄
化
」
、
「
ふ
る
さ

と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
計
画
」
、
「
生
産
緑
地
指
定
』
と
７
面
に
掲
載
の
「
防
災
行
政
無
線

整
備
」
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
し
た
。

毎<りど住民生活の向上へ
lf 我

孫
子
駅
南
北
土

地
区
画
整
理
事
業

基
本
計
画
に
基
づ
い
た
第
１
期

エ
率
分
の
基
本
設
計
が
終
了
し
ま

し
た
。
今
後
は
実
施
設
計
を
本
年

、
月
頃
ま
で
に
終
え
、
平
成
４
年

度
中
に
工
率
蒲
手
す
る
予
定
で
す

が
、
自
転
車
駐
輪
場
は
、
本
施
設
と

切
り
離
し
て
別
に
整
備
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

施
設
の
名
称
は
、
広
報
を
通
じ

て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
募
集

し
て
い
く
予
定
で
す
。

南
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
４
年
度
、
懸
案
事
項
で
あ
る

借
地
借
家
な
ど
権
利
関
係
の
問
題

解
決
、
駅
前
通
り
周
辺
及
び
国
道

３
５
６
号
沿
線
の
移
転
な
ど
を
種

我
孫
子
駅
貨
物
線

跡
地
利
用
計
画

心
０
回
一
』
呵
仙
Ｌ
■
‐
口

辿
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■

一
一
一
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且星

自
然
環
境

墓
礎
調
査

極
的
に
進
め
ま
す
。
北
口
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
駅
前
広
場
を
中

心
と
し
た
造
成
工
事
や
街
区
の
整

術
、
建
物
の
移
転
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

平
成
２
年
度
か
ら
５
か
年
計
画

で
、
市
内
の
自
然
環
境
基
礎
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
「
植
物
編
」
「
昆
虫

編
」
の
調
査
を
終
え
、
平
成
４
年
度

は
「
水
生
生
物
編
」
の
調
査
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

古
利
根
沼
及
び
周
辺
の
、
自
然

環
境
の
現
状
を
把
握
し
、
特
に
生

態
系
の
維
持
に
配
慮
し
た
、
適
正

な
保
全
と
活
用
を
進
め
る
た
ぬ

古
利
根
沼
及
び
周
辺

の
自
然
環
境
調
査

P

●

o U〃
◆

整備りﾌ進逼我孫晟駅ﾖﾛ都市改造事剰．．

手
賀
沼
や
利
根
川
を
は
じ
め
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本

市
に
と
っ
て
、
そ
の
景
観
の
保
全

は
重
大
な
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、

市
の
景
観
形
成
の
基
本
的
な
考
え

方
を
、
景
観
形
成
基
本
計
画
と
し

て
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
の
景
観
形

成
の
指
針
と
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
４
年
度
は
、
３
園
目
と
な

る
布
佐
市
民
の
森
整
備
に
向
け
、

祇
極
的
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

景
観
形
成
墓
本

計
画
の
策
定

市
民
の
森

整
備
事
業

自
然
環
境
調
査
を
行
い
ま
す
。

は
重
大
な
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
で
、
鉄
骨
平
家
建
て
約
４
９
９
平
水
質
浄
化
に
も
期
待
で
き
る
た
め
、

市
の
景
観
形
成
の
基
本
的
な
考
え
方
燭
で
す
。
な
お
、
蕊
業
運
営
は
、
平
成
４
年
度
か
ら
廃
食
油
の
回
収

方
を
、
景
観
形
成
基
本
計
画
と
し
我
孫
子
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

て
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
の
景
観
形
委
託
す
る
予
定
で
す
。

焼
却
炉
増

成
の
指
針
と
し
て
い
き
ま
す
。
大
腸
が
ん
改
造
事
業

福
祉
総
合
検
診
事
業
平
成
２
年
度
か
ら
３
か
年
事
業

計
画
の
策
定
食
生
活
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
が
、
３
年

総
合
的
な
福
祉
行
政
を
進
め
る
増
加
が
著
し
い
大
腸
が
ん
の
、
早
度
末
の
進
み
具
合
は
、
全
体
工
事

た
め
、
市
民
の
声
を
十
分
に
反
映
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
医
師
の
約
あ
許
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
せ
な
が
ら
、
老
人
保
健
福
祉
計
会
の
協
力
を
得
て
、
平
成
４
年
度
平
成
４
年
度
は
、
残
り
工
事
と

画
と
障
害
者
母
子
・
児
童
な
ど
の
か
ら
如
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
機
械
な
ど
の
設
證
を
行
い
《
本
年

部
門
別
計
画
を
と
り
ま
と
め
た
福
大
腸
が
ん
検
診
事
業
を
行
っ
て
い
８
月
末
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

祉
総
合
計
画
を
、
平
成
４
年
度
か
き
ま
す
。

排
水
対
策

ら
２
か
年
継
続
菫
と
し
て
策
定
家
庭
ご
み
完
全
事
業

し
て
い
き
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
入
所
時
等
週
２
回
収
集
北
部
地
区
雨
水
排
水
対
策
事
業

診
断
料
助
成
の
春
季
哩
癖
嘩
吟
鍵
書
需
握
塞
宰
岬
謹
鶏
緬
鍛
剛
暦
読
群
眼
轌
》

老
人
ホ
ー
ム
入
所
、
シ
ョ
ー
ト
も
に
、
粗
大
ご
み
の
収
集
は
２
か
整
備
と
し
て
金
谷
排
水
機
場
の
ポ

ス
テ
イ
利
用
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
月
に
１
回
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ン
プ
設
置
と
つ
く
し
野
川
上
流
調

齪
撫
諦
濡
繩
駁
軸
廃
食
油
織
靴
灘
潔
職
欝
》

心
身
障
害
者
福
祉
回
収
事
業
鮮
灘
灘
馳
齪
罷
蕊

作
業
所
の
建
設
齢
蹄
龍
餅
蝋
纈
鯛
鯛
瀧
雑
羅
嫉
鑑
澱

古
戸
地
区
に
建
設
す
る
も
の
り
、
ご
み
減
量
や
手
黄
沼
な
ど
の
計
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

着
実
な
行
財
政

Ｉ
Ｆ
セ
ー
圧
醒
口
Ｅ
Ｂ
Ｏ
’
１
１
‐
‐
，
’
．
‐
，
‐
‐
‐
ｑ
』
ロ
ー
印
》
陽
司
■
”

布
佐
地
区
排
水
対
策
事
業
は
、
成
果
を
十
分
に
活
用
す
る
と
と
も

平
成
４
年
度
も
局
地
的
な
大
雨
に
に
、
市
民
の
参
加
と
協
力
を
得
な

対
応
し
た
、
布
佐
第
２
号
幹
線
の
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
・
救
急

地
域
防
災
力
業
務
の
充
実

ル
テ
の
策
定
平
成
４
年
度
は
化
学
車
の
更
新

地
域
防
災
カ
ル
テ
は
、
地
域
を
や
消
防
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
及

全
体
的
に
把
握
し
、
市
民
生
活
に
ぴ
職
戦
車
の
更
新
な
ど
を
行
い
、

密
着
し
た
き
め
細
か
な
総
合
防
災
万
全
の
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま

計
画
を
鐙
定
す
る
た
め
の
基
礎
作
す
。
救
急
業
務
で
は
、
救
命
率
の
向

業
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。
上
が
叫
ば
れ
て
い
る
た
め
、
救
急

鍍
定
に
あ
た
っ
て
は
、
我
孫
子
隊
風
の
研
修
を
強
化
す
る
と
と
も

市
大
規
模
地
震
被
害
想
定
調
恋
の
に
《
医
師
の
指
示
が
直
接
受
け
ら

〆

水
道
整
怖
の
長
期
目
標
と
し
て

①
す
べ
て
の
国
民
が
利
用
可
能

な
水
道
②
安
定
性
の
高
い
水
道

③
安
全
な
水
道
の
３
つ
を
柱
に

掲
げ
、
高
水
準
の
水
道
を
描
築

す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
現
在
、
第
４
次
拡
張

事
業
を
進
め
て
お
り
、
平
成
４

日
川
蠅

針
水
難

齢
蝋
事

経
給
吠

》水
全
増

ｐ
安
の

事道 事 業 経 営 方針水 経 方 国
で
は
、
虹
世
紀
に
向
け
た
年
度
は
３
年
目
に
入
り
ま
す
。
第
た
め
の
配
水
管
洗
祷
作
業
な
ど
を

〈
取
水
。
浄
水
部
門
〉

水
道
事
業
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
経
営
の
安
定
化
と
水
道

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
地

下
水
源
の
保
全
と
有
効
利
用
、
効

果
的
な
水
運
用
、
給
水
人
口
蝋
に

対
応
し
た
浄
水
場
の
配
水
能
力
の

向
上
、
安
全
な
水
の
供
給
を
目
的

と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
拡
張
事
業
は
、
久
寺
家
浄

水
場
の
配
水
ポ
ン
プ
増
設
や
湖
北

台
浄
水
場
に
お
け
る
商
度
浄
水
処

理
施
設
築
造
工
率
、
変
子
原
浄
水

場
と
湖
北
台
浄
水
場
間
の
送
水
管

工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。
維
持
・
修

繕
で
は
、
取
水
井
の
し
ゅ
ん
せ
つ

工
事
や
赤
水
の
発
生
を
防
止
す
る

４
次
拡
張
事
業
で
は
、
送
・
配
水
管

網
の
整
術
、
地
震
や
渇
水
等
の
災

害
に
強
い
水
道
施
設
の
整
姉
湖

北
台
浄
水
場
の
高
度
浄
水
処
理
施

設
の
建
設
等
を
主
要
な
事
業
と
し

て
、
国
の
長
期
目
標
に
も
合
っ
た

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

布
佐
駅
東
側
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
新
た
に
２
地
区
を
加
え
、
区

域
面
祇
を
娼
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

し
ま
し
た
。
平
成
４
年
度
は
権
利

者
の
意
向
鯛
査
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
ぬ
施
行
区
域
や
都
市

施
設
の
都
市
計
画
決
定
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

新
木
駅
南
側
土
地
区
画
鱸
理
蛎

業
は
、
新
た
に
０
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
編
入
し
、
施
行
面
祇
を
弱
・
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
市
と
し

て
は
、
平
成
４
年
度
も
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
調
査
を
進
め
る
と
と
も

に
、
聯
業
の
早
期
完
成
に
向
け
指

布
佐
駅
東
側
。
新
木
駅

南
側
土
地
区
画
整
理

れ
る
よ
う
救
急
車
に
通
話
機
を
殻

極
し
て
い
き
ま
す
。

行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
配
水
。
給
水
部
門
〉

配
水
で
は
、
将
来
の
給
水
人
口

増
に
対
応
す
る
配
水
特
網
蝶
術
の

た
め
、
船
戸
地
先
等
で
の
配
水
特

布
設
や
災
害
に
強
い
配
水
特
嫉
備

の
た
め
の
配
水
符
の
布
設
替
え
を

行
い
ま
す
。
給
水
で
は
、
有
収
率
向

上
を
図
る
た
め
、
鉛
特
布
殺
替
事

業
や
漏
水
防
止
対
簸
を
亜
点
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
事
務
管
理
部
門
〉

総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

目
的
と
し
て
、
水
道
事
業
ト
ー
タ

ル
督
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め

て
お
り
、
既
に
料
金
杵
理
と
会
計

管
理
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
中
で
す
。

平
成
４
年
度
は
、
給
水
装
識
エ

率
管
理
、
管
網
図
脅
理
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
開
発
に
取
り
か
か
る
と
と

も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
改

良
、
整
術
な
ど
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
事
務
の
合
理
化
と

峨
貝
研
修
の
充
実
に
よ
り
衝
の
商

い
執
行
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に

黄
金
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

ー

ー
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－
わ
ず
か
１
年
間
の
国
内
外
憎
速
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
行
財
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
増
大
・
多
様
特
に
地
方
行
政
に
は
地
域
一

一
勢
の
変
化
は
、
溝
く
ほ
ど
激
し
政
運
営
へ
の
影
響
が
非
常
に
懸
念
化
す
る
行
政
需
要
に
適
切
に
対
応
の
特
色
を
生
か
し
た
自
主
的
、
一

一
く
、
先
行
き
も
不
透
明
な
混
沌
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
、
王
体
的
な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
一

一
と
し
た
状
態
に
あ
り
ま
す
。
り
を
進
め
る
こ
と
や
、
福
祉
、
文
一

一
熱
蟻
灘
新
年
度
に
あ
た
っ
て
霊
雲
霊

質
の
向
上
を
目
で
見
え
る
形
で
一

二
妊
鐙
気
を
持
続
し
、
戦
後
最
長
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
一

の
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
に
次
ぐ
祭

市
長
大
井
一
雄
れ
て
ぃ
等
．

三
気
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

そ
の
た
め
、
市
の
基
本
繊
想
一

幸
か
し
、
一
易
景
気
も
バ
ブ
ル
経
虹
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
経
済
す
。
地
方
行
政
の
果
た
す
役
割
は
、
に
基
づ
く
将
来
都
市
像
に
向
か
一

吉
済
の
崩
壊
に
よ
り
、
今
日
で
は
、
社
会
が
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
増
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
っ
て
、
計
画
的
に
着
実
な
行
財
一

一
景
気
の
減
速
傾
向
が
一
段
と
加
今
日
、
地
方
行
政
は
住
民
の
ニ
ー
と
を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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活力ある地域葹漫の虚鋤方針

都
市
計
画
墓
本
腰
稗
触
鰄
搬
嫌
編
画

１
１
１
１

構
想
の
見
直
し
蝿
漂
職
蝿
稚
”
講
和
、

熾
瀧
灘
鱒
麺
賎
灘
天
王
台
駅
南
口

艤
鐸
荊
姪
鰕
厭
細
広
場
拡
幅
事
業

況
の
土
地
利
用
の
調
査
・
解
析
を
平
成
４
年
度
は
、
駅
前
広
場
の

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
形
状
を
都
市
計
画
決
定
ど
お
り
と

平
成
４
年
度
は
、
庁
内
関
係
部
す
る
率
業
計
画
の
変
更
と
仮
換
地

課
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
誼
し
指
定
を
行
い
、
４
棟
の
建
築
物
移

て
具
体
的
に
地
区
ご
と
の
将
来
土
転
業
務
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
利
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
．
公
共
下
水

都
市
計
画
道
事
業

道
路
の
整
備
平
成
４
年
度
は
、
我
孫
子
￥
並

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
木
、
柴
崎
台
地
区
な
ど
の
汚
水
を

現
在
、
手
賀
沼
公
園
久
寺
家
線
と
集
水
す
る
た
め
幹
線
の
整
備
や
栄
、

下
ヶ
戸
中
里
線
、
県
事
業
の
根
戸
泉
、
根
戸
地
区
な
ど
で
面
的
整
備

新
田
布
佐
下
線
で
用
地
買
収
を
進
を
進
め
、
普
及
率
の
向
上
を
図
っ施政方針演説を行う大井市長

工
業
団
地

整
備
事
業

て
い
き
ま
す
。

工
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
自
主
財
源
や
雇
用
の
場
の
確

保
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
ぜ
ひ
実

現
き
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
９
月
「
我
孫
子
市
工

業
団
地
整
備
推
進
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、
農
振
・
農
用
地
域
の

除
外
方
策
や
都
市
計
画
の
線
引
き

見
直
し
要
領
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
集
団

的
に
一
団
の
空
地
が
あ
り
、
候
袖
け
て
は
、
排
水
樋
管
や
ゲ
ー
ト
、
排

地
と
し
て
推
定
し
得
る
地
域
を
選
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て

ぴ
出
し
、
テ
平
成
４
年
度
中
に
用
地
い
き
ま
す
。

選
定
を
し
て
い
き
ま
す
。

新
木
地
区
近
隣
セ

水
田
農
業
確
ン
タ
ー
建
設
事
業

立
対
策
事
業
新
木
地
区
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
っ

水
田
腱
業
確
立
対
策
事
業
後
期
い
て
は
、
地
権
者
の
一
定
の
協
力

の
最
終
年
度
に
あ
た
る
平
成
４
年
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

度
は
、
１
６
０
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
た
。
平
成
４
年
度
は
用
地
取
得
を

転
作
目
標
面
祇
が
配
分
さ
れ
ま
し
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
元
自
治

た
。
こ
の
た
め
、
農
家
組
合
長
を
通
会
を
中
心
と
し
た
建
設
委
員
会
を

じ
て
各
集
落
へ
の
配
分
を
行
い
、
発
足
さ
せ
、
５
年
度
の
建
設
に
向

目
標
達
成
に
向
け
努
力
し
て
い
き
け
設
計
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

湖
北
台
地
区

手
賀
沼
地
区
県
営

ま
ち
づ
く
り

湛
水
防
除
事
業
湖
北
台
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
で

平
成
４
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
は
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
と
湖
北
地
区

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
｜
図
書
館
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま

特
に
地
方
行
政
に
は
、
地
域
一
す
。
現
在
湖
北
台
自
治
会
連
合
会

の
特
色
を
生
か
し
た
自
主
的
、
一
を
中
心
に
検
討
組
織
づ
く
り
が
進

蕊
溌
霊
謹
奉
砿
舞
鷆
羅
誌

馳
蕊
鶴
鍾
躍
情
報
公
開

謡
埋
稽
一
綴
織
寧
制
度
化
事
業

れ
て
い
ま
す
。
一
平
成
４
年
度
は
、
３
年
度
に
引

そ
の
た
め
、
市
の
基
本
繊
想
一
き
続
き
準
備
委
員
会
と
専
門
部
会

に
基
づ
く
将
来
都
市
像
に
向
か
手
で
検
討
を
重
ね
、
本
市
に
お
け
る

っ
て
、
計
画
的
に
着
実
な
行
財
一
情
報
公
開
制
度
の
実
施
す
べ
き
あ

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
一
り
方
を
明
確
に
し
て
、
早
期
の
条

ｒ
ｌ
１
‐
１
１
‐
１
１
１
‐
ｌ
‐
１
‐
Ｌ
例
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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沁
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育
児
休
業
制
度

紺
が
ス
タ
ー
ト

ー昨年
５
月
、
「
育
児
休
業
等
に
関
短
縮
な
ど
の
措
孟
を
識
じ
る
こ
と

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
今
日
か
ら
も
事
業
主
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

育
児
休
業
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
な
お
、
常
時
訓
人
以
下
の
労
働

し
た
。
者
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
つ
い
て

こ
の
法
律
の
主
な
内
容
は
、
満
は
、
こ
の
法
律
の
一
部
の
適
用
が

１
歳
に
満
た
な
い
子
を
育
て
る
男
３
年
間
猶
予
さ
れ
ま
す
。

女
労
働
者
が
、
育
児
の
た
め
に
体
詳
し
い
内
容
は
、
労
働
省
千
葉

業
で
き
る
こ
と
を
権
利
と
し
て
認
婦
人
少
年
室
霊
０
４
７
２
（
里
４

め
た
こ
と
で
す
。
３
４
７
（
４
月
調
白
か
ら
霊
０
４

ま
た
、
育
児
休
業
を
し
な
い
労
３
（
２
５
１
）
４
３
４
７
へ
お
問
い

働
者
に
対
し
て
は
、
勤
務
時
間
の
合
わ
せ
く
だ
き
迄
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が
お
く
れ
る
社
会
教
育
活
動
の

充
実
③
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民

Ｉ
ト
ー
Ｌ
の
自
主
的
・
創
造
的
な
文
化
活

動
の
充
実
。

な
お
、
平
成
４
年
９
月
か
ら
の

Ｆ
卜
鯛
柵
桝
実
施
が
決
定
き
れ
た
学
校
５
日
制

Ｊ
紡
展
に
対
応
す
る
た
め
、
教
育
實
会

と
し
て
は
県
の
動
向
を
見
な
が

の
の
ら
仮
強
裳
５
日
鯉
學
る

境
政
灘
季
窄
を
鑿
し
て
い
、

す
行

孵
育

学
校
教
育
活

動
の
充
実

辻
教

学
校
教
育
は
、
適
切
な
教
育
課

剛
た
程
の
編
成
実
施
と
学
校
経
営
の
改

善
が
相
ま
っ
て
、
創
意
あ
る
識
極

沼
ぃ
的
な
学
校
経
営
が
進
め
ら
れ
る
も

加
貝
づ
の
と
考
え
て
い
ま
す
．
そ
の
た
め
、

年
基
議
繊
蕊
法
讓

学
校
教
育
活

動
の
充
実

1 ■ 市
民
の
意
識
は
、
物
の
豊
か
さ

か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
と
転
換
し
、

高
質
の
文
化
・
芸
術
を
鑑
賀
す
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
創
作
・
発
表
活

動
を
祇
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ

１

①
基
礎
基
本
的
内
容
の
重
視
と
、

個
に
応
じ
佃
を
生
か
す
学
習
指
導

の
創
造
に
努
め
る

②
自
己
実
現
を
図
る
生
徒
指
導
、

長
欠
児
亜
生
徒
対
策
と
早
期
治
療

体
制
の
改
善
、
充
実
に
努
め
る

③
学
校
・
学
級
経
営
へ
の
父
母
の

参
加
を
求
め
る

④
学
校
と
家
庭
や
地
域
と
連
挑
動

作
を
密
に
す
る

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
学
習

し
、
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
適

応
で
き
る
よ
う
、
自
分
自
身
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
た
め
、
市
民
が
Ｒ
つ
で
も
、
だ

れ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
さ
せ
た
生
涯
学
習
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

市街イ上区域内農地
’文

化
活
動

の
充
実

社
会
教
育
活

動
の
充
実

輯圃圃圏の願、

銀いが雪ね、雲す ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
諦
冬
１
Ｌ
－
ｌ
し
邑
廷
『
ヨ
ヨ
ソ

都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区

域
内
に
あ
る
挫
地
を
転
用
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
腱
業
委
員
会

に
届
け
出
れ
ば
許
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
市
街
化
区
域
内
農
地
の
農

地
転
用
届
出
譜
の
取
り
扱
い
方
法

が
４
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
受
理
害
は
即

日
交
付
し
ま
す
。

▼
受
付
日
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
、
午
後
１

時
か
ら
４
時
）
※
添
付
書
類
の
う

ち
印
鑑
証
蝿
住
民
票
、
値
権
者
の

承
諾
醤
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
挫
業
委
頁
会

〈
学
校
教
育
〉

＊
生
活
科
関
連
事
業

＊
小
学
校
の
大
規
棋
改
造
・
給

食
室
の
改
修
事
業

＊
中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

導
入
完
結
と
教
室
増
改
築
事
業

＊
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

導
入
の
た
め
の
設
計
委
託
事
業

＊
平
成
５
年
度
中
学
校
給
食
実

施
を
目
指
す
諸
事
業

＊
教
育
研
究
所
の
整
備

〈
社
会
教
育
〉

＊
中
央
図
番
館
な
ど
教
育
文
化

施
設
の
蕊
術

＊
図
警
館
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ

ム
化

＊
総
合
運
動
場
基
本
繊
想
の
作

成
や
青
少
年
野
外
活
動
施
設
な

ど
ス
ポ
Ｉ
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
環
境
の
整
術

て
い
る
た
め
、
今
後
も
次
の
率

業
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

●
文
化
団
体
活
動
の
推
進
、
市

民
の
芸
術
文
化
活
動
の
充
実

●
市
の
特
性
を
生
か
し
た
伝
統

芸
能
継
承
活
動
の
推
進

●
文
化
泄
産
の
保
存
、
活
喝
公

開
へ
の
職
種
的
ア
プ
ロ
ー
チ

主
な
教
育
基

盤
整
備
事
業’ ’
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今
月
は
環
境
問
題
に
関
す
る
本

を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
地
球
白
書
１
９

９
１
１
９
２
（
レ
ス
タ
ー
．
Ｒ
・

ブ
ラ
ウ
ン
編
著
）
、
講
座
地
球
環

境
（
大
来
佐
武
郎
監
修
）
、
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
日
本
の
公
害
（
川
名
英
之

箸
）
、
自
然
保
睡
事
典
、
レ
モ
ン

ジ
ュ
ー
ス
の
雨
、
オ
ゾ
ン
層
を
守

る
、
産
業
廃
棄
物
（
高
杉
晋
吾
）
、

ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
（
寄
本
勝
美
）
、

日
本
ゴ
ル
フ
列
島
（
谷
山
鉄
郎
）
、

狂
っ
て
し
ま
っ
た
野
菜
た
ち
（
村

野
雅
義
）

⑬
市
民
図
書
館

電
湖
北
台
分
館

串
布
佐
分
館

態
移
動
図
書
館

お
は
な
し
会
は
、
子
供
た
ち
に

読
書
の
楽
し
み
を
伝
え
ま
す
。
お

友
達
と
一
諾
に
お
は
な
し
を
聞
い

た
り
、
ゆ
か
い
な
本
を
み
つ
け
た

り
し
て
本
と
仲
良
し
に
な
り
ま
せ

ん
か
。４

識
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

お
は
な
し
会

鴇
一

図
書
館

だ
よ
り案

内

い
て
考
え
る
』

壷
（
別
）
１
１
１
０

垂
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

…

蕊
凝
謹
議
一

．
集
ま
れ
／
、

▼
日
程
４
月
２
日
（
木
）
、
猫
日

（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室
、
４

月
９
日
（
木
）
、
配
日
（
木
）
布
佐
分

館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
釦

分
４
月
１
日
か
ら
「
そ
よ
か
ぜ
号
」

の
巡
回
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
魂

左
記
日
程
表
を
確
認
の
う
え
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

そよかせ号億離割4月の日程(蕊） 動
図
書
館
『
そ
よ
か

号
』
の
日
程
が
変
更

,ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所
湖北I湖北地区公民館
|中峠｜中 峠 亀 田 谷 公 園
|青山台柴崎台4号公園
|布佐平和台布佐南近隣センター
新木野あらき野ストアー裏

久寺家l久寺家あけぼの公園
|つくし野東急ショッピングセンター襲
|天王台東天王台東児童公園
|天王台西浅野谷3号公園
|白山三洋 電 機 社 宅 入 口
並木｜丸石家具駐車場
|台田｜台田池尻公園
I根戸｜根戸近隣センター
|つくし野｜東急ショッピングセンター裏

I

’|時間(午後）
|1:20～1:50

2：10～2:50

3：10～4：00

2：00～2：40

3：00～4:00

2：00～2：45

3:00～4;00

2：00～2：50

3：10～4：00

1：30～2：15

2：30～3rOO

3：20～4：00

2：00～2；40

3：00～4：00

1
○

15

一
一
一

一
一

ヨ
ー

２
．
帖

木

３
・
〃

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
９
７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

１
年
分
を
前
納
（
納
期
限
は
４
月

帥
日
）
す
る
と
、
左
表
の
と
お
り

割
引
き
が
あ
り
お
得
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
は
、
毎
月
末
の
金
融
機
関
の
営

業
日
（
今
月
は
釦
日
）
が
振
替
納
付

な
お
、
湖
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

上
新
木
青
年
館
か
ら
湖
北
地
区
公

民
館
に
変
更
に
な
り
、
布
佐
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
都
青
年
館
）
は
、
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。

金
１
年
（
分
納
）

（
平
成
４
年
４
月
１
５
年
３
月
）

割 １
年
前
納

（
平
成
４
年
４
月
１
５
年
３
月
）

1

区
８
．
浬

水
か引

|：木

分

月額

ｎ
万
３
，
５
９
０
円

ｎ
万
６
，
４
０
０
円

定
額
保
険
料

’金 ’
川
・
別

、
９
７
０
０
円

可

２
８
１
０
円

問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
口
座
残
高
こ
ん
な
時
、

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
資
格
喪
失
の
手
続
き
を

り
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
昨
年
４
月
１
日
か
ら
、
即
歳
以

な
方
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
す

の
で
、
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
。
こ
の
保
険
料
の
免
除
は
、
毎
学
生
加
入
し
た
方
を
は
じ
め
、

年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
希
望
国
民
年
金
被
保
険
者
は
、
会
社
な

す
る
方
は
、
早
め
に
年
金
係
で
手
ど
に
就
職
し
、
厚
生
年
金
や
共
済

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
組
合
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
民

ヨ
ハ
ン
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン

・
バ
ツ
全
胎
巽
０
）
。
音
楽
家

一
族
で
知
ら
れ
る
バ
ッ
ハ
家
の

中
で
も
最
高
峰
で
、
ド
イ
ツ
・

バ
ロ
ッ
ク
時
代
鐘
大
の
音
楽
家

と
い
わ
れ
、
そ
の
合
唱
曲
の
難

し
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。

具
ツ
ハ
の
曲
は
、
人
間
本

来
の
リ
ズ
ム
に
合
っ
て
お
り
、

識Q蝋⑯
我孫子バツ八
研究会合唱団

地
元
で
手

一 ４
月
か
ら
保
険
料
が

月
額
９
７
０
０
円
に

ｎ
万
８
２
７
０
円

哩
万
１
，
２
０
０
円

1

万
付
加
保
険
料
こ
み

ｑ
２
９
３
０
円

１
０
０
円

聴
い
て
も
歌
っ
て
も
一
番
生
き
生

き
と
し
て
心
が
落
ち
着
き
ま
す
左

と
代
表
の
山
下
広
之
さ
ん
。

団
の
結
成
は
７
年
前
の
鏥
年
。

音
楽
を
始
め
る
き
っ
か
け
が
バ
ッ

ハ
だ
っ
た
と
い
う
指
揮
者
の
野
村

秀
美
さ
ん
と
、
東
京
バ
ツ
〈
合
唱

団
に
所
属
し
て
い
た
山
下
さ
ん
の

「
地
元
で
手
づ
く
り
の
バ
ツ
〈
を
」

と
の
呼
び
か
け
で
バ
ッ
ハ
生
謹
３

０
０
年
を
期
に
始
ま
り
、
現
在
、

団
員
は
約
和
名
。
年
齢
は
和
代
か

ら
即
砺
職
業
も
会
社
員
、
教
員
、

主
婦
と
さ
ま
ざ
ま
。
市
外
か
ら
通

う
熱
心
な
団
員
も
多
い
。

練
習
は
、
湖
北
駅
近
く
の
栄
光

教
会
（
村
上
賓
朗
牧
師
）
の
協
力
を

得
て
、
毎
週
土
噸
日
の
午
後
に
同

教
会
で
行
っ
て
い
る
。
念
願
の
演

奏
会
も
昨
年
６
月
に
こ
こ
で
開
催
。

年
金
の
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

届
け
出
に
は
、
就
職
年
月
日
の

わ
か
る
書
類
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
、

年
金
手
帳
お
よ
び
認
印
を
持
参
の

う
え
、
市
役
所
年
金
係
か
各
支
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
、
代
理
の
方
で
も
で
き
ま
玄

づ『
ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｌ
崎

況
だ
っ
た
。
団
員
の
一
人
、
萩
原

英
子
さ
ん
は
「
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。
発
声
の
指
導
も
わ
か
り

や
す
い
で
す
ね
。
演
奏
会
の
テ
ー

プ
を
聴
い
て
、
自
分
も
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
合
唱
に
参
加
し
た
ん

だ
と
感
動
し
ま
し
た
。
今
は
、
生

会
場
一
杯
の
人
が
集
ま
り
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
、
「
ち

ぱ
の
道
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
で

交
通
安
全
」
「
ド
ア
し
め
て
ベ
ル

ト
を
し
め
て
気
を
し
め
て
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
行
わ

雨が
春の皇国交通安霊

運動4月6日（月）から15日㈱大
盛

き
が
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

尺
ツ
ハ
の
曲
は
、
愛
に
し
て

も
世
俗
的
な
も
の
で
は
な
く
、
崇

高
な
愛
を
描
い
て
い
る
ん
で
す
。

技
術
的
に
も
対
位
法
が
完
ぺ
き
な

の
で
同
じ
曲
を
何
回
歌
っ
て
も
あ

き
ま
せ
ん
ね
」
と
野
村
ざ
ん
は
そ

の
魅
力
を
話
し
て
く
れ
た
。

現
在
、
団
員
募
集
中
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
を
。

▼
連
絡
先
山
下
広
之
壷
（
串
）
１

６
７
３
、
野
村
秀
美
壷
（
理
）
９
７

３
７

こ
の
時
期
は
、
率
社
会
に
不
悩

れ
な
新
入
学
児
童
が
、
一
斉
に
街

に
出
て
来
ま
す
。
ピ
カ
ピ
カ
の
一

年
生
は
好
奇
心
旺
盛
で
、
ど
ん
な

事
に
も
興
味
を
示
し
ま
す
。
特
に

子
供
は
夢
中
に
な
る
と
、
他
の
物

が
見
え
な
く
な
る
と
い
う
特
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
〃
飛
び

出
し
″
に
よ
っ
て
交
通
事
故
に
な

っ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。

子
供
達
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
は
、
思
い
や
り
の
心
で
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｉ
市
民
生
活
課
交
通
防
犯
係
Ｉ

…

鱗伝
練
習
会
場
の
栄
光
教
会

▲
教
会
が
用
意
し
て
く
れ

た
オ
ル
ガ
ン
を
前
に
練
習

に
励
む
団
員

i優
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文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

＊
ベ
ビ
ー
用
品
〈
佐
藤
垂
（
薮
）
３

６
７
４
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

遮
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
載
は
、
市

民
生
活
課
消
饗
生
活
係
で
、
電
話

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

⑯
⑤
園
僧
翻
甸
⑪
⑤
⑪

短敏 俳句

染谷杲径選山本寛太選

故
里
の
師
に
賜
は
り
し
句
集
を
ば
読
み
終
へ
三
日
後

師
の
計
報
く
る

奥
野
二
三

な
さ
じ
ん

今
帰
仁
城
祉
の
緋
寒
桜
の
前
に
立
ち
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ

ャ
ン
ス
を
一
人
に
委
ぬ
木
崎
洋
子

花
も
あ
る
歌
会
な
れ
ば
と
誘
は
れ
実
り
求
め
て
重
き

腰
上
ぐ

堀
佐
一

初
釜
に
ゆ
く
教
へ
子
に
振
袖
を
着
せ
て
眺
む
る
立
春

の
朝
小
出
礼
子

嵯
峨
野
路
を
恋
語
る
娘
と
歩
み
ゆ
く
無
限
に
笑
ま
ふ

石
仏
見
つ
つ
東
海
林
千
津
悪

ク
ロ
率
妨
ス
茨
に
咲
き
満
つ
れ
ば
胸
痛
し
夫
逝
き
て

見
し
去
年
の
そ
の
花
馬
場
千
鶴
子

あ
う
ん

余
寒
な
ほ
香
華
の
け
む
る
浅
草
寺
に
阿
畔
の
朱
の
剥

落
し
る
し
公
手
孝
嗣

癌
を
病
む
兄
の
命
の
い
と
細
く
睡
話
鳴
る
た
び
心
の

騒
ぐ

村
上
道
代

彼
岸
入
り
に
孫
と
連
れ
立
ち
合
格
の
よ
ろ
こ
び
知
ら

す
亡
夫
の
墓
前
に

渡
辺
万
里

力
つ
き
た
ほ
れ
し
君
の
告
別
式
お
だ
や
か
な
陽
に
つ

つ
み
こ
ま
る
る

海
老
原
百
合
子

春
一
番
院
長
先
ず
は
問
診
し

ど
こ
か
ら
も
筑
波
や
ま
見
え
場
雲
雀

野
立
傘
つ
や
め
く
下
の
｝
ぼ
れ
梅

亡
き
母
の
友
垣
根
越
し
蕗
の
整

遠
廻
り
し
て
牧
場
ま
で
木
の
芽
風

朱
の
鳥
居
朝
日
に
映
ゆ
る
雪
の
景

母
の
手
を
取
り
添
う
坂
の
春
の
雪

灯
を
消
せ
る
窓
に
残
り
し
肺
月

花
少
し
は
な
れ
咲
き
い
る
山
椿

秩
父
路
や
食
い
放
題
の
イ
チ
ゴ
狩
り

|'‘

’

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
子
供
用
品
、
学

習
用
品
、
自
転
車
（
原
付
を
含
む
）

な
ど
、
主
と
し
て
日
用
雑
貨
等
の

耐
久
消
費
材
と
し
ま
す
。

衣
類
、
自
動
車
、
生
き
物
は
取
一

り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

鍵
生
活
係

松
浦
白
梅

壁
谷
千
鶴
子

関
口
静
江

山
口
魁

蛭
間
八
寸
子

三
谷
和
夫

長
谷
川
敏
子

公
手
孝
嗣

山
崎
諄
一

松
浦
忠
彦

、一一ー／

／ ､

ひ

ろ

－

露

市
汽
聡

|民
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２

－

９９
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口

釦

日

日

Ｏ

一一

ｊ
ざｒ

１
９
０
●
０
１
１
６
‘
９
９
０
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成
田
線
湖
北
駅
南
口
か
ら
歩
い

て
５
分
ほ
ど
の
湖
北
台
東
小
学
校

の
南
西
に
湖
北
台
４
丁
目
自
治
会

が
あ
る
。
（
右
図
参
照
）

自
治
会
の
周
り
に
は
、
湖
北
台

中
央
公
園
や
湖
北
台
４
号
公
園
な

ど
が
あ
り
、
緑
の
多
い
住
宅
街
と

な
っ
て
い
る
。

会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
印

年
頃
。
現
在
の
会
員
数
は
法
人
会

員
を
含
め
１
３
５
世
帯
（
８
班
）
。

会
員
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業

の
方
な
ど
ざ
ま
ざ
ま
で
役
員
は

１
年
交
代
で
あ
る
。

た
け
お

会
長
の
服
部
剛
雄
さ
ん
に
自
治

会
の
様
子
を
伺
っ
た
。

一一一一一一一一一一一一一一

胡北駅

無料貸し出し

値糊調卿型噴鬮弱
Ｏ
Ｕ
９
４
▽
０
口
１
６
△
１
０
．
６
，
０
４
ワ
９
口
９
０
且
１
６
石
９
６
４
▽
ｆ
４
ｖ
ｌ
ｉ
９
０
６
ｒ
９
６
０
０
ｎ
り
り
且
９
６
ｊ
９
０
０
．
０
Ｉ
９
１
Ｈ
９

自治会単位で申し込みを

「
会
員
数
が
あ
ま
り
多
く
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
と
ま
り
が
い

い
で
す
よ
。
自
治
会
の
行
事
に
は

皆
さ
ん
が
職
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
ま
す
。
主
な
行
事
に
は
、
４
月

の
総
会
、
６
月
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

市
で
は
、
昨
年
ま
で
実
施
し

て
き
ま
し
た
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
防
除
（
業
者
に
よ
る
薬
剤

散
布
）
に
代
え
て
、
植
木
消
雅
用

噛
霧
器
（
７
２
用
）
Ｉ
写
真
Ｉ
の

衝
し
出
し
と
薬
剤
の
無
料
配
布

を
自
治
会
単
位
で
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
自
治
会
は
、
薬
剤

散
布
実
施
戸
数
を
把
握
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
・

▼
受
付
４
月
６
日
（
月
）
か
ら

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

公
圃
緑
地
課
（
電
話
可
）

※
貸
し
出
し
は
４
月
喝
日
（
月
）

か
ら
で
す
。

4

行
事
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
交
流

隆一蔭
』＆

１
１
１

←一一一一一一一一一一一一一一一一つ一一一一一一一‐一一

年
２
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
自
治

会
内
情
稀
）
、
そ
れ
と
８
月
に
湖
北

台
１
丁
目
か
ら
６
丁
目
ま
で
の
自

治
会
合
同
の
盆
踊
り
大
会
が
あ
り

ま
す
。ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
ソ
フ
ト

せた過
去
る
２
月
２
日
（
且
午
前
４
時

ぎ
、
東
京
で
涯
度
５
を
記
録
し

地
漣
は
、
休
日
の
早
朝
を
総
か

ま
し
た
。 防

災

』》
Ｆ
一

｢‐

’市あ

ｒ

行
政
無
線
が

役
所
に
地
震
計
も
セ
ツ

び

大
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

に
、
防
災
行
政
無
線
が
有
効
な
情

報
伝
達
手
段
で
あ
る
こ
と
は
、
す

で
に
雲
仙
・
普
贋
岳
の
災
害
現
場

で
も
証
明
ず
み
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
防
災
行
政
無

線
（
画
定
系
）
が
本
日
４
月
１
日

よ
り
一
部
連
用
を
始
め
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
、
平
成
３
年

～
５
年
度
に
市
役
所
を
親
局

一
に
し
て
市
内
鮨
か
所
に
子
局
が

ボ
ー
ル
や
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
楽
し

み
な
が
ら
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
合

同
の
盆
蹄
り
大
会
は
、
湖
北
台
３

号
公
悶
に
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
２
日

間
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。
各

自
治
会
で
は
、
２
～
３
曲
踊
れ
る

よ
う
に
練
習
す
る
ん
で
す
。
売
店

も
自
分
た
ち
で
運
営
し
ま
す
。
昨

年
、
私
た
ち
の
自
治
会
で
は
お
も

ち
ゃ
の
売
店
を
出
し
た
ん
で
す

が
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
自
治
会
行
事
を
通

じ
て
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
地
域
の
環
境
を
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
。

▼
会
長
服
部
剛
雄
湖
北
台
４

の
４
の
１

こ

●
あ

れ

ノ、

こ 学
校
や
公
園
な
ど
に
設
謹
さ
れ

る
計
画
で
、
こ
の
う
ち
親
局
と

子
局
翠
が
開
局
し
ま
し
た
。
緊

急
時
の
ほ
か
平
常
時
に
は
チ
ャ

イ
ム
放
送
が
夕
方
５
時
に
市
内

へ
流
さ
れ
ま
す
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
通
信

衛
星
を
活
用
し
た
県
防
災
行
政

無
線
整
備
と
連
携
し
て
、
地
域

防
災
充
実
へ
の
シ
ン
ボ
ル
的
存

在
と
な
る
で
し
ょ
う
。

』

I平成4年度文化連盟講座生年 文 集篝 蟇盟
呂
雪

ロ

開
局

ト
一

キ
｜

‘｜

く

れ
１
Ｊ し対象市内在住で継続して受講できる方(お子様連れはご遠慮ください）

フ リ ガ ナ

レ申し込み往復ハガキに住所､氏名、年齢､電話番号､講座名、受講場所、

曜日を明記し、4月12日（日、必着)までに我孫子新田34中央公民館へ

し抽選応募者多数の場合は抽選(結果は4月下旬に通知します）
し閨1、△号鎬.排塞-割轆而へ

政
無
線
桟

墨
酌

マレ問い合わせ各講師へ

沼
の
ゴ

３
月
２
日
（
月
）
、
市
や
漁
業

協
同
組
合
な
ど
５
団
体
で
織
成

さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
手
黄
沼

推
進
協
議
会
が
、
手
没
沼
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

▼文化連盟講座一覧（午前の部；午前10時～正午、午後の部：午後1時～3時）
ク

｜購座名 連盟
｜

期間 |受購日
IJ
I

内容 定員 受購料 購師名(電垢） 嶋所

あ
び

縦週土暇fIの

午前

桃宇、仮墹の初

歩から

jl"4l,()001リ

(テキスI､代別）

li'l"･j

冠82-3945
湖北紳逆 ilド遊迦肌 20璃

ン
手
寶
沼
推
進
協
が
沼
清
掃

一

ミ
６
５
４
⑪
キ
画
を
回
収

雄J1第13

木曜日の午前

推進の初歩から

(炎予家）

隙沢洋j

壷88-7379
こ 湖北繋遊(災） 25端 Ⅲ航2.500111

平
成
４
年
５
月
か
ら
平
成
５
年
３
月
ま
で

茶道巡盟

あ
れ

脈月第2・』l

*IIMIjの午前

柴遊の初歩から

(典子家）

$l'根節j

公89-2‘165
湖北茶遊(典） 湖25塩 11縦2,5()0111

手
蛮
沼
清
掃
は
、
昭
和
認

年
か
ら
同
協
議
会
が
毎
年
５

回
ほ
ど
行
っ
て
い
る
も
の
。

｜
こ
の
日
は
、
約
如
名
が
出

一
動
し
、
舟
過
隻
を
使
っ
て
手

寅
沼
の
水
面
と
沿
岸
に
散
乱

す
る
ゴ
ミ
を
回
収
。
午
前
中

の
３
時
間
の
う
ち
に
舟
で
集

め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、
手
愛
大

橋
わ
き
の
集
械
場
所
へ
次
々

と
陸
揚
げ
き
れ
ま
し
た
。
（
写

真
）
・
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
賊

は
６
５
４
０
玲
回
。
内
訳
は
古
木

や
古
竹
が
５
６
０
０
鈴
。
、
タ
イ

ヤ
や
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
が
４
７
０

今
。
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
が
４
７
０
蹄
．
で
し
た
。

毛利弘子

公88-0548

'1,泉雅而j郎
盈8‘1-9983

毎週火HMllの

ﾉ'二後

鉛飛デッサン、

汕絵の初歩から
湖北汕絵 20" '1額‘1,000111

こ 北
災術家協会

水膿mliの初歩

(花.”から111水
まで

毎週火暇側の

'i名前

jl柳1.000i'j

(テキスト代別）
れ 湖北水脳画 25端

地鞭遊の,初歩から

(勅使河脈ｲⅡ風
会）丁

脈〃節1．3

*11MHの午後

)jWi1,00011j

（花代別）

イlr府瀧子

公88-7802

11i川｜叩
奄82-4336

湖・化堆花 鞭遊巡側 15"

旅月第2．4

ull,lllの'1Ⅷ

紬の初歩から

(観･ilt流）
綱（観） MIIII巡合金 20希 11紬1,0001'」 IX

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

自
分
の
ま
ち
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
お
う
と
「
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

あ
び
こ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
の
大
き
さ
は
Ａ
１
版

「
ガ
イ
ド
マ
ッ
ブ
あ
び
こ
」
を
発
行

川添雌
(夜間のみ）
a88-9391

！征月第1．3

水峨側の午前

七斌焼の初歩力

ら

11Wi2,00011j

(材料代別）
湖北七'甚焼 20名

あ 自
治
会
を
通
じ
て
市
内
に
配
布

公

「 パンフラワー制

作、油彩アレン
ジまで

"jl"2･&l

水11M日の午iiil

ノ1額2,000111

（材料代別）
－

ノIM2,000111

（材料代別）
－

ノ'1M2,000111

（材料代別）

阿部ノレ1I1T

壷82-8556

-

鈴木辿子
公82-7669

-

1:『崎l蝋子
公84-5446

椎墹洋子
恋88-1565

-

71『股倣戦子
（夜1illのみ）
恋87-28‘10

－

1IIT災忠子
公84-6970

湖北パンブラワー 20名
び

、
’

lも↓
』

"11"1･3

火IM日の午前

手編みの初歩力

ら
湖北手綱 20端

あ
れ

』

毎〃第1．3

*HMHの午前

フランス刺繍の

初歩から

0

湖北フランス剃蘭で
、
Ｂ
５
版
の
ケ
ー
ス
付
き
（
写

真
）
。
我
孫
子
市
の
概
要
を
紹
介
し

た
面
と
縮
尺
１
万
７
０
０
０
分
の

１
の
地
図
面
に
分
け
て
織
成
し
て

あ
り
ま
す
。
概
要
面
で
は
、
イ
ラ
ス

ト
マ
ッ
プ
を
中
心
に
、
公
共
施

設
や
公
園
、
我
孫
子
に
ゆ
か
り

の
あ
る
文
人
、
市
内
の
祭
り
な

ど
を
紹
介
。
ま
た
、
地
図
面
に

は
へ
避
雌
場
所
や
バ
ス
路
線
へ
公

共
機
関
の
連
絡
先
な
ど
を
褐
戦

し
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
３
月
下
旬
に
自
治

会
を
通
じ
て
配
布
。
ま
だ
届
い

て
い
な
い
方
に
は
市
役
所
ま
た

は
各
支
所
で
配
布
中
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

20璃
、

剛
一

も
。
〃

毎月第2・‘1

木11MI日の午前

臆工災の初歩力

ら

〃額2,000111

(材料代別）
藤工芸 20箔

こ
卿

厩月第1．3

金IM日の午前

紙人形作成の初

歩から

jIM2,()()01'｣

(材料代別）
紙人形 20妬

’
厩j1輔24

火MM日の午前｜
I

初歩から

(猟茶東阿部流）
煎茶（東） 茶滋巡M 25塔 jlWi2,500111

－－－一一一一一一一一一一一一ーーー

'自治会訪問⑩
■
－
１
１
１
１
１
１

け
る
○
Ｉ
湖
北
台
４
丁
目
自
治
会
Ⅱ

を
深
め
、
地
域
の
環
境
を
守
り
続
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伝期日4月11日(土)～26日（日）し練習日毎週木．土曜日午後74月1日から、し尿汲取作業が
し場所根戸近隣センター 時30分からg時業者委託に変わります。なお、汲

似作品油絵、水彩画伝場所我孫子第二小体育館取料金は現行どおりです。

惨問い合わせ椎名容(82)4540惨申し込み．問い合わせ大見云し問い合わせ生活環境課云(87）
臣

回 凹回国
(82)74 112379。今

’ ■

Ｉ
！

伝対象小学3年生以上の女子シ曰時・場所5月10日(日)午後
しんすけ

真介《ん
台。3か月）

伝期日5月2日(土)、3日(祝）し練習日布佐地区は布佐小体育1時から2時30分（失効講習は午

… し出店資格市内在住で植木販売館で土、日、二小地区は我孫子第前9時から）、井手ロホール

を業としている方二小体育館で日曜日惨対象小型船舶1級～4級の新

伝申し込み・問い合わせ4月10ヶ申し込み・問い合わせ布佐地免状で有効期間満了(5年)の1年

日(金)までに電話で公園緑地課へ区磯岡公(89)1710、二小地区大見前の方、｜日免状から新免状に引き

盃(82)7411‐産蚕換えてない方（昭和55年4月1日

国画回国
・から58年4月29日の間に交付され

だ4級の方）、失効再交付の方し曰時5月から来年3月までの

毎月第1．3火曜日午前9時50分

I

少申し込み・問い合わせ4月15

日(水)までに(有)手賀沼の小池壷から正午（8月は除く）

し場所寿市民センター（場所が平成4年度から軽自動車税の納（82)1015へ

瑠呆された場合に限る）期が次のとおり変更になります。
惨内容スケッチ等の基本から油少変更後の納期5月16日から31
絵の描けるまで日までし日時4月4日(土)午前9時30
惨指導員鈴木謙氏（我孫子美術伝問い合わせ課税課市民税係分から午後3時

家協会長） し場所消防本部大会議室(2階）

し問い合わせ我孫子警察署防犯し定員・受講料先着15名、月額

2000円（年3回の分納）少日時・場所4月11日(土)午後課壷(82)0110

目回国□’ ’惨申し込み．問い合わせ往復ハ1時受付、市民会館ホール

⑬⑤⑭囹慰属目時.場所4月25日(土)午後ガキに住所､氏名､年齢､電話番し対象受講から1年以内に免許
号を明記し、4月20日（月､必着）更新される方で事故や違反のある▼山本すゑ様(天王台)から社会福2時開演、市民会館ホール

シ白時4月12日(日)萄10時か世入場料1500円 までに中峠2607(社)我孫子市シル方（原則として我孫子交通安全協祉事業墓余にと3万円の寄付があ

ら午後4時伝入場券販売所市内各書店、市バー人材センター事務局壷(88)22会の会員であること）りましだ。
仁場所電力中央研究所民会館内謁舌ひろがり、我孫子駅00へ似持参運転免許証、交通安全協▼今村賢之助様(並木)から社会福

会会員証祉事 業 基 金 に と 本 町 で の マ ジ ッ ク

し問い合わせ我孫子交通安全協ショーの収益金5000円の寄付があ

伝内容講演会：r手賀沼の環境ホーム売店

を考える」講師本橋敬之助氏（県惨問い合わせ櫃崎査(82)1239

水質{呆全研究所室長）午前11‘時3Q（午後5時まで）＞練習期間及び時間5月上旬よ会盃(84)8141りました。

り毎週1回夜2時間程度※交通特別講習を受けた方は、免▼下ケ戸アイアン会様から社会福

世上演予定日10月24日(土)、25許更新手続きが我孫子警察署でで祉事業基金にと2万円の寄付があ

分から、公開セミナーr自然エネ

！
ルギーの未来像」午後2時から、

公開施設等：クリップモーターをシ期日4月19日(日)雨天決行日(日）きます。りました。

作ろう、放射線を調べてみよう、し受付当日午前5時からg時ま惨対象高校生以上経験不問

バイオの世界、魚工場の紹介等で手賀沼公園内大会本部で検量力伝募集人数男女20名程度

その 他 ：ソーラー・カー、電気自一卜とを交付シ劇の内容自然の大切さを題材

動車の展示、野だて等シ参加費300円、少年100円(中にしたもの。題名未定

傷交通我孫子駅南口 から送迎（学生以下）少申し込み・問い合わせ4月26

ス運行（午前110時から115分おき）修釣場北部手賀沼一帯日(日)までに高野山新田193手賀

－

朏
一
鮴
一
緬
一
“

灘
》
４
月
鰯
翻

※車での来所はご遠慮ください。凸競技時間午前5時から検墨締沼親水広場壷(84)0555へ

｜
I

少問い合わせ電力中央研究所業め切りの午後2時まで(時間厳守）

務課毎(82)11‘81し問い合わせ杉本壷(82)2001

※大人の部と少年の部で審査少練習日毎週月曜日（最終月曜

日を除く）午前10時から正午

し場所市民体育館修日時4月19日(日)午前8時45

分受付、9時30分試合開始シ日時4月12日午前10時から午惨会費月額2000円

し場所市民体育館後4時（雨天の場合は19日）伝募集人数若干名

倖参加藁格市内在住・在勤者レ場所布佐駅東口平成通り商店し申し込み・問い合わせ往復ハ
ヶ 種目・参加蓑男女シングルス街ガキに住所、氏名、年齢、電話番
（A：新人の部、B：マスターズ惨内容包丁研ぎ（1人2丁まで号を明記し、4月10日(金)までに
の認過去の大会の決勝進出者）ハサミ不可）、花の無料サービス古戸26O-43佐野節子壷(88)6955へ

‐

500円、男女夕亨プルス1000円 （午前11時、午後3時2000鉢)､ビ

レ申し込み．問い合わせハガキ－ルの試飲会（布佐酒販組合青年

団俸g、種目別を明記し、4月10のパレード、地元のおはやし、体伝練習日原則として土､日､祝日
日(金、』蝿DまでIご白山3の1の力測定等惨練習場所沼南町我孫子リーグ

33の104橋本国江宕(84)9549へ陰問い合わせ新緑まつり実行委球場（沼南高校横）
員会事務局長谷川喬(89)1715シ連絡先中村垂(88)8521

I陰曰時4月26日(巳)午前8時30

分受付、9時開会

シ場所市民体育館

蕊
撚
蝿

伝種目男女ダブルス1部、2部、

3部（1．2部オープン）

し参加賓1組2400円、中．高校

生淵馴200円（だだし、連盟加入組

13月

M火
－

15水

は1600円、中・高校生組1000円）

し申し込み．問い合わせハがキ

蕊に種目、ランク、住所、氏名、年

齢、電記濯号号を明記し、4月17日

(金、必着)までに中峠3825の47金

一

’ 1⑥木
子弘冠(88)9207へ

一

し尿汲取世帯の皆様へ根戸絵画会舂季展 ママさんバレーボール
我 孫子クラブ員

一一■

■
いまい あやか

今井彩花ちやん
(中峠・6か月）’

ボー ﾄ免許の更新講習会少女ﾙー ﾙーｸﾗﾌ員
第7回植木まつり出店者

’

平成4年3月1日現在＊世帯数39,650世帯
人口121,931人男61,116人女60,815人

●市役所本庁85-1111●市民画塞館本館84-1110湖北台

●つくし野支所84-8801 分館87-3055布佐分館89-1311

●湖北台支所88-0828移動画塞館87-0909

●湖北支所88-2111●都市改造事務所85-1171

●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85-1151●あらき園88-4188

●水道局84-0111●つつじ荘88-0123
● 消 防

●少年センタ

署84-0119●生活環境課(浄化槽)87-2379
-84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

●保健センター87-1131●布佐南近隣センター89-3740

●市民会館84-3311●天王台北近隣センター82-9988
●申央公民館82-0515●根戸近隣センター83-5363

●烏の博物館85-2212●市民センター寿83-7722湖北
●市民体育館87-1155台88-9927布佐89-1193

シルバー人材センター
油絵講座生

軽自動車税の納期の変更

銃砲6刀剣類一斉検査

交通特別講習

明治大学マンドリン倶楽部
チャリティー・コンサート

電力中央研究所一般公開

親水広場創作劇出演者

第21回獅子祁I芯つり絵

日曜当番医,1鯛の行謝ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽが(85)133で

S 日

⑰月

7火一

S水

9木

10金

Ⅲ土

lZ日

塵ケ結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
－日曜当番医＝テレホンサービス
”休日凱急齢診鼠日=休日機急歯科診鰯(市民会館内)9:00~11刈

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
【ァ心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

〃市民図醤館休館霊鳥の博物館休館壷つつじ荘休館

‐__唾.法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程層

箇蚕消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

《夛童記相談＝市民相談室10:00～12:00

〃不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
‘蚕健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

辰守市役所閉庁(－部の施設は除く）

〔蚕R鵬当番医＝テレホンサービス

〃休日敷急歯科診贋日=休日凱急鯛診蛎(市民会館内)9:00ヘイ1:30

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

軍酒害相談＝寿市民センター9:30～11:30

『守心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00

『言巾氏図琶肥坏鴎”鳥の博物館休館
■一一一一一缶■一一▲一

『蓼つつじ荘休館

”法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
‘季つつじ荘休館

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

”健康相談＝つつじ荘11:00～12:00
■

S B体操会員

市民ランク別卓球大会
布佐新緑まつり

我孫子リトルシニア
リーグ（硬式野球）部員

バドﾐﾝﾄﾝ僅盟静雄

4月は土地月間
センターでは、4月30日まで土

地情報に関するテレホンサービ

ス垂03(3265)3654を午前10時か

土地基本法によるr土地につら午後4時まで実施しています。

いての基本理念」（①土地につまた、平成4年地価公示がS

いての公共の福祉優先、②適正月27日に国土庁から発表されま

かつ計画的な利用識⑧投機的取した。これは、適正な土地価格

引の抑制、④価値の増加に伴うを公表し、土地売買するときの

利益に応じだ適切な負担）を中目安とするものです。市内の地

心に、土地問題等の理解と協力価公示価格は、都市計画課で閲

を求めるため、4月を「土地月覧できます。併せてご利用くだ

間」としました。（財)土地構報さい。＝都市計画課＝


